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KiK-net記録を利用した中小地震の地震モーメントの簡易推定

A Technique for Simplified Estimation of the Small Event’s Seismic Moment Using KiK-
net Records
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過去に発生した地震の地震モーメントの抽出には，一般的に波形インバージョンやスペクトルインバージョンなどが利
用される。近年では，防災科学技術研究所のWebサイト上にある F-netのページを閲覧することで，容易にその値を入手
することができるようになった。しかし，比較的小さい地震の場合，地震モーメントが決定されていない地震は少なくな
い。本研究の目標は，F-netよりも密に観測点が配置され，かつ多くの地震観測記録が得られている同研究所の KiK-net
で得られた観測記録を利用して，中小地震の地震モーメントを簡易的に抽出する方法を提案することである。これによ
り，F-netで決定していない中小地震の地震モーメントが比較的容易に推定できるものと期待される。
地震観測記録にサイト増幅の影響が無いと仮定すると，一般的に，震源スペクトルは記録から得られるフーリエスペク

トルを伝播経路の効果で除することで抽出されるとされている。KiK-netの地中観測記録にこの仮定を適用した場合，抽
出される地震モーメントは F-netの値より一様に過大評価となることが，経験的に明らかとなっている。そこで，KiK-net
の地中観測記録から求められる”震源スペクトル”に補正係数を乗じることで，F-netで求められている地震モーメント
を与えた理論式（Boore, 1983）とフィッティングさせることを考える。ここで，理論式におけるコーナー周波数は，高周
波数側で記録に整合するように与えるものとする。また，各観測記録から求められる”震源スペクトル”を平均するこ
とで，観測点固有の特性や震源の放射特性を抑える。検証には，近畿地方（N33.5～N35.5，E134.5～136.5）で発生した
M3.0～5.5の地震のうち，F-netで地震モーメントが求められているものを利用する。地震観測記録は，Ｓ波到達の１秒
前から 10.24秒間を利用する。理論式に与える震源域から地震基盤までの媒質の平均的なＳ波速度と密度は，それぞれ
3.6km/s，2.7t/m3 とする。Ｑ値は，近畿地方の上部地殻で発生した地震に対して有効とされる Petukhin et al.(2003)によ
り求められた式（Q(f)=86.0f0.82）を利用する。
上述した方法により検証した結果，ほとんどの地震において，補正係数として「0.6」が得られた。つまり，KiK-netの

地中観測記録から得られる”震源スペクトル”に，一律 0.6を乗じることで，F-netで求められている値を地震モーメン
トとする理論式が概ね説明できる結果となった。ただし，この係数は，震源距離が 80km以下の記録に対して有効であ
る。これは，それを超えた場合，振幅が比較的大きくなる傾向が見られたためである。
深部から地表にかけて媒質のインピーダンスが徐々に小さくなることにより，震源から放射された波動の振幅は，観

測点に到達するまでに次第に増幅する。その増幅倍率は，震源と地表付近における媒質のインピーダンス比の平方根で
近似される。仮に，KiK-netの地中強震計の設置付近における平均的なＳ波速度と密度をそれぞれ 2.0km/sと 2.5t/mˆ3と
し，震源域付近の平均的なＳ波速度と密度をそれぞれ 3.8km/sと 2.9t/mˆ3とした場合，求められるインピーダンス比の
平方根は 0.67となる。この結果は，補正係数は地震に依存せず，震源域付近と地震計設置付近における媒質のインピー
ダンス比で評価できることを示唆している。
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